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１０ 月１日
No.563

0573－66－1111

秋風の吹けども青し栗の毬（芭蕉秋風の吹けども青し栗の 毬 （芭蕉））
いが

　高くなった空には栗がよく似合います。栗は縄文時代

の遺跡からも出土する古くからの食材です。

　「くりきんとん」をはじめとする栗を使った食べ物が

おいしい季節となりました。
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中
津
川
市
広
報
会
長
会
連
合
会
の
理

事
会
が
８
月
６
日
開
催
さ
れ
、
「
中
津

川
市
広
報
会
自
主
防
災
会
連
合
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
会
連
合
会
は
、
大
規
模
な

地
震
や
風
水
害
に
よ
る
広
域
的
な
被
害

が
発
生
し
た
場
合
、
市
な
ど
の
公
的
機

関
だ
け
で
は
、
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
た
め
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
た

り
、
二
次
災
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

自
主
防
災
会
の
活
動
を
更
に
活
発
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

初
代
会
長
に
は
倉
田
昇
さ
ん
、
理
事

に
は
広
報
会
長
会
連
合
会
の
理
事
の
皆

さ
ん
に
就
任
い
た
だ
き
、
地
域
に
お
け

る
防
災
意
識
の
普
及
・
向
上
、
自
主
防

災
活
動
の
推
進
・
支
援
を
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

９
月
１
日
に
は
苗
木
地
区
で
大
規
模

な
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
地
域
で
防
災
会
議
を
開
い
て
い
た

だ
き
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防
災
会
の
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

防
災
対
策
室
（
�
内
線　

）
435

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
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防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
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連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

自
主
防
災
会
連
合
会

がががががががががががががががががががががががががががががががが
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足
しししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

が
発
足
し
ま
し
た

　このように、寄せられたご提言やご意見には、極力回答をさせていただきますが、内容によっ

ては、時間のかかるものもありますのでご了承ください。

　また、差出人の住所・氏名等の記載のないものについては、お取り扱いできませんので、必ず

明記してください。
広報広聴課（�内線304）
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   提言① 

　野焼きの禁止、家庭用焼却炉の使用の禁止の徹底について　(西宮町・男性ほか)

   市回答 

　廃棄物処理法が、平成13年４月１日から改正施行され、従来「野焼き」といわれていた廃棄物の野

外焼却に関しての不適正処理を絶つために、新しく条文が追加されました。この条文では、例外規定を

除き、廃棄物を焼却してはならないというものです。一般家庭で焼却をする場合、例外規定に該当する

ものもあります。

　現在、ごみ減量美化推進課へ寄せられている野焼きなどについての苦情は、焼却することにより発生

する煙や臭いなどについてです。この場合は、近所へ迷惑をかけないよう配慮をすることをお願いして

います。また、草などは、畑があれば肥料として使用することも可能かと思いますので、これからは、

このような手法も検討し、焼却することは、極力避ける必要があると思います。

　以上のことは、各地区における出前講座においても説明し、徹底を図っています。

   提言② 

　市公式ホームページ（以下ＨＰ）の中に更新されていない古いページがある。（駒場・男性ほか）

5月1日から、市民の皆さんから市政に関するご意
見やご提言を市長が直接お聴きするために開設しま
した 「市長へ直行便」に9月10日現在、59件が寄せ
られています。
その内容はさまざまですが、提言とそれに対する

市の回答の一部ををご紹介します。

自主防災活動を

更に活発に

   市回答 

　市ＨＰについては、アクセス数が、徐々に増えつつあり、最近ではトップページへのアクセスが、

１ヵ月に７,000件を超えています。このような状況のなか、最新の情報をＨＰから得ようとする市民も

多いと推測されることから、ＨＰの各内容については、リアルタイムにそれぞれの担当部署で掲載・更

新するよう努めていきます。

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓

↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓
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今
回
の
補
正
予
算
額
は
、
５

億
１
千
６
７
１
万
３
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
主
な
支
出
内
容

は
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整

備
事
業
の
機
器
接
続
・
管
理
費

の
増
額
、
阿
木
保
育
園
の
水
洗

化
工
事
費
、
地
蔵
堂
墓
地
造
成

工
事
費
、
道
路
新
設
改
良
事
業

費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

苗
木
地
区
の
管
き
ょ
布
設
工

事
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
介
護
保
険
事
業

12

費
に
係
る
精
算
と
し
て
、
国
・

県
等
に
返
還
す
る
費
用
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

水
道
管
の
更
新
と
下
水
道
工

事
関
連
事
業
費
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

条
例
の
左
横
書
き
及
び
例
規

集
の
用
語
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

　

市
、
住
民
、
事
業
者
、
交
通

安
全
機
関
、
関
係
団
体
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
暴
走
族
根
絶
の

推
進
運
動
を
展
開
す
る
た
め
制

定
す
る
も
の
で
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
な
い
新
し
い

委
員
に
、
鈴
村
正
樹
さ
ん
＝
新

任
・
中
津
・
写
真
＝
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
。

任
期
満
了
に
伴
な
い
委
員
に
、

丹
羽
宏
造
さ
ん
＝
再
任
・
苗
木

＝
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

　

任
期
満
了
に
伴
な
い
委
員
に
、

横
井
晃
さ
ん
＝
再
任
・
中
津
＝

の
任
命
に
同
意
。

　

消
防
通
信
指
令
施
設
設
置
工

事
請
負
契
約
の
締
結
。

　

南
小
学
校
給
食
調
理
備
品
購

入
契
約
の
締
結
。

○
J
R
労
使
紛
争
の
早
期
解
決

を
求
め
る
意
見
書
。

○
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ

ロ
行
為
の
根
絶
に
関
す
る
決
議
。

○
狂
牛
病
感
染
疑
惑
牛
に
関
す

る
意
見
書
。

市
議
会
だ
よ
り

市 
議 
会 
だ 
よ 
り

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議
案
可
決　

９
月
定
例
会

22

　
　

年
度
一
般
会
計

13

　

補
正
予
算

　

平
成　

年
第
５
回
中
津
川
市
議
会
（
定
例
会
）
は
、
９
月
６
日
、

13

本
会
議
を
開
会
、
会
期
を　

日
ま
で
の　

日
間
と
定
め
、
決
算
特
別

21

16

委
員
会
設
置
議
案
を
可
決
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
な
ど

人
事
案
件
３
件
の
選
任
同
意
を
行
な
い
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
・
介
護
保
険
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
案
、
平
成　

年
度
水
道
・
病
院
企
業
会
計
決
算
認
定
案
、
市
条
例

12

の
左
横
書
き
及
び
用
語
等
の
統
一
に
関
す
る
措
置
条
例
の
制
定
案
な

ど　

議
案
を
関
係
委
員
会
に
付
託
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

19

　

一
般
質
問
は　

・　

日
に
行
わ
れ
、
８
議
員
に
よ
り
、
市
政
全
般

13

14

に
わ
た
っ
て
の
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
委

員
会
付
託
議
案
の
う
ち
認
定
議
案
を
除
き
委
員
長
報
告
の
あ
と
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
内
容
は
、
整
理
の
う
え
広
報
な
か
つ
が
わ　

月
号
で

12

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

可
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

　

道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

介
護
保
険
事
業

　

会
計
補
正
予
算

　

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

暴
走
族
根
絶
推
進
に

　

関
す
る
条
例
の
制
定

　

市
条
例
の
左
横
書
き
及
び

　

用
語
等
の
統
一
に
関
す
る

　

措
置
条
例
の
制
定

　

固
定
資
産
評
価
審
査

　

委
員
会
委
員
の
選
任

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　今年も、インフルエンザの流行前に、予防接種を受けましょ
う。
　市内では、下記の医療機関で受けることができますが、予
約制のところも多いため、あらかじめ電話などでお申し込み
のうえお出かけください。費用は全額自己負担です。
　なお、満65歳以上の皆さんには、一部実費負担で接種でき
るよう国会で法律改正が検討されていますので、市からお知
らせするまでお待ちください。

健康推進課・渡辺（�内線624）
電話番号医療機関名電話番号医療機関名

69-5015中川医院66-4111東和クリニック

66-7222上田医院68-2039小野医院

66-7077佐生医院66-7500可知医院

62-3001古瀬医院68-7161笠木医院

65-8877服部内科クリニック65-2007林メディカルクリニック

66-3111中津クリニック69-3219落合診療所

66-1318恵那医院65-2872田口医院

65-4133田口クリニック65-5766つねだ整形外科・皮ふ科

66-1334城山病院66-1565古橋内科医院

66-1251中津川市民病院65-7565古瀬小児科クリニック

63-2900阿木診療所66-1210恵北医院

イイイイイイイイイインンンンンンンンンンフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザのののののののののの予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種インフルエンザの予防接種

議
決
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書
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多
様
化
す
る
住
民

　

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

地
方
分
権
の
推
進

　

高
齢
化
へ
の
対
応

　

効
率
性
の
向
上

　

生
活
圏
の
広
域
化

　

へ
の
対
応

　

地
方
分
権
は
、
住
民
に
身
近

な
行
政
の
権
限
を
で
き
る
限
り

市
町
村
に
移
し
、
地
域
の
創
意

工
夫
に
よ
る
行
政
運
営
を
推
進

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取

組
で
す
。
こ
れ
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
は
、
市
町
村
に
も
行

財
政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
地
域
で
高
齢
化
が

一
層
進
展
し
、
高
齢
者
へ
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
ま
す
ま
す
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
と

り
わ
け
高
齢
化
の
著
し
い
市
町

村
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
負

担
や
高
齢
者
を
支
え
る
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　

住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
、

技
術
革
新
の
進
展
な
ど
に
と
も

な
い
、
住
民
が
求
め
る
サ
ー
ビ

ス
も
多
様
化
し
、
高
度
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
専
門
的
・
高
度
な
能
力
を

有
す
る
職
員
の
育
成
・
確
保
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

交
通
網
の
発
達
な
ど
に
よ
り

日
常
の
生
活
圏
が
拡
大
し
、
こ

れ
に
伴
い
行
政
も
広
域
的
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
都
市
近
郊
で
は
市
町
村
の

区
域
を
越
え
て
市
街
地
が
連
続

し
て
お
り
、
よ
り
広
い
観
点
か

ら
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　

国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
借
金

の
合
計
は
、
平
成　

年
度
末
で

13

約
６
６
０
兆
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。
財
政
規
模
が
小
さ
な
市

町
村
ほ
ど
効
率
化
が
難
し
く
、

こ
う
し
た
危
機
的
な
財
政
状
況

に
あ
る
な
か
で
、
よ
り
効
率
的

な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
、
隣
接
市
町

村
で
の
類
似
施
設
の
建
設
等
は

非
効
率
で
す
。

　

い
く
つ
か
の
市
町
村
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
よ
り
大
き
な
市
町
村
に
な
る
こ
と
を
市
町
村
合
併
と
い

い
ま
す
。
地
方
分
権
の
時
代
と
い
わ
れ
る　

世
紀
で
は
、
個
人
、
地
域
な
ど
で
も
で
き
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ

21

れ
の
単
位
に
任
せ
、
そ
こ
で
は
困
難
な
も
の
を
市
町
村
・
県
・
国
が
支
え
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の

あ
り
方
も
変
化
し
、
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
が
合
併
し
、
新
し
い
ま
ち
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
点
を
検
討
し
な
が
ら
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

 合併について各種情報を提供する 
　ホームページ、パンフレットの作成、アドバイザーの派遣やシンポジウ

ム、出前説明会、懇談会の開催など情報交流の場を提供。

 具体的な合併後の姿を提示する 

 市町村と協力しながら具体的な姿を検討する 
　介護、医療サービス、学校通学区、ゴミ処理など

　道路、公共交通機関、上下水道などの整備、住民税、固定資産税、水道

料金などの住民負担、福祉、環境などの専門組織

 財政的に支援する 
　合併のための調査研究やシンポジウム開催などの事業に助成する。合併

後のまちづくりに必要となる道路や橋、トンネルなどを優先的に整備する。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

市
町
村
合
併

市
町
村
合
併

市市市市市市市市市市
町町町町町町町町町町
村村村村村村村村村村
合合合合合合合合合合
併併併併併併併併併併
がががががががががが
求求求求求求求求求求
めめめめめめめめめめ
らららららららららら
れれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるる
背背背背背背背背背背
景景景景景景景景景景

市
町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
る
背
景

岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜県県県県県県県県県県県ののののののののののの支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策策

政策調整課
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中津川市�

加子母村�

付知町�

福岡町�

蛭川村�

恵那市�

上矢作町�

岩村町�
山岡町�

明智町�

串原村�

瑞浪市�

土岐市�

笠原町�

多治見市�

川上村�

坂下町�

中津川市�

県県県県県県県県県県がががががががががが示示示示示示示示示示ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいるるるるるるるるるる合合合合合合合合合合併併併併併併併併併併パパパパパパパパパパタタタタタタタタタターーーーーーーーーーンンンンンンンンンン県が示している合併パターン

◇現在、中津川・恵那広域行政事務組合（中津川市・恵那市・恵那郡11町村で組織する行政機関）で

　は、研究のため次の５つのパターンで資料を作成中です。

　①中津川市・恵那市・恵那郡の13市町村　　　②中津川市・恵北町村の7市町村

　③恵那市・恵南市町村の6市町村  　④恵北町村の6町村

　⑤恵南町村の5町村

①多治見市、瑞浪市、土岐市、中津川市、恵那市、笠原町、

　坂下町、川上村、加子母村、付知町、福岡町、蛭川村、　

　岩村町、山岡町、明智町、串原村、上矢作町

17市町村　人口　361,557人　面積　1,538k㎡

②中津川市、恵那市、坂下町、川上村、加子母村、付知町、

　福岡町、蛭川村、岩村町、山岡町、明智町、串原村、上

　矢作町

13市町村　人口　140,237人　面積　1,156k㎡

③中津川市、坂下町、川上村、加子母村、付知町、福岡町

6市町村　人口　 79,111人　面積　  607k㎡

④中津川市、坂下町、川上村、加子母村、付知町、福岡町、

　蛭川村

7市町村　人口　 82,963人　面積　  652k㎡

⑤中津川市、岩村町、山岡町、明智町、串原村、上矢作町

6市町村　人口　 76,499人　面積　  608k㎡

（市町村広域行政検討委員会からの報告）〔中津川市関係分のみ〕
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　ごみ減量推進市民会議のメンバーを中
心とした市民の方々にご協力をいただき、
８月９日第１回目のごみ組成調査を行い
ました。
　組成調査は可燃として出されているごみ
の中身を調査したもので、ごみ減量対策の
基本となるものです。
　調査箇所（モデル地区）を中央区、第
17区、落合第11号区の３地区と定め、調
査を行いましたので、その集計結果をお
知らせします。

　以上のことから、今すぐで
きるごみ減量として、①ダン
ボール・新聞紙・雑誌類を分
別し、資源回収または、市内
９ヵ所に設置してあるリサイ
クルボックスへ出しましょう。
　②生ごみは水分を多く含み
ますので、今一度水切りの励
行と買いすぎ・作りすぎをな
くし、ごみを出さない調理や
冷蔵庫にある食材を使い切る
工夫をしましょう。

　

リ
サ
イ
ク
ル
月
間
の
一
環
と

し
て
、
ペ
ー
パ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
参
加

し
て
、
資
源
と
し
て
の
紙
類
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月　

日
�　
　
　
　

10

31

　
　
　
　

時
〜　

入
場
無
料

14

場
所　

健
康
福
祉
会
館
４
階

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

　
　

ご
み
減
量
美
化
推
進
課

（
�
内
線　

）
133

　

酸
性
雨
・
地
球
温
暖
化
な
ど

の
地
球
環
境
問
題
に
対
応
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に

活
用
す
る
た
め
、
市
で
は
住
宅

用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
家
庭
へ
の
補
助
金
制

度
を
設
け
、
現
在
受
付
中
で
す
。

　
　
　
　

環
境
課
（
�
内
線　

）
128

　

水
路
周
辺
で
草
刈
り
を
す
る

と
き
、
刈
っ
た
草
が
流
れ
、
下

流
域
で
水
路
が
つ
ま
る
な
ど
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
草
刈
り
時
に
は
ご
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

第
1
回
中
津
川
市
制　

周
年

50

記
念
事
業
推
進
委
員
会
が
８
月

　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

29れ
は
、
当
市
が
来
年
４
月
に
市

制　

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

50
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
記
念

式
典
を
は
じ
め
、
各
種
行
事
を

開
催
し
て
、
祝
う
た
め
の
準
備

を
す
る
委
員
会
で
す
。

　

当
市
は
、
中
津
川
市
長
か
ら

一
般
公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

８
人
を
含
め
て
、　

人
の
方
々

31

が
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
会
長
に
中
津
川
市

観
光
協
会
の
前
田
青
甫
さ
ん
、

副
会
長
に
商
工
会
議
所
の
伊
藤

紀
子
さ
ん
、
中
津
川
ぶ
ら
ん
ど

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
原
善
一
郎

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
月
1
回
程
度
の
開
催
を
し

て
、
広
く
市
民
が
祝
賀
で
き
る

記
念
事
業
等
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

設
置
補
助
金
受
付
中

　

ペ
ー
パ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

　

講
演
会
の
お
し
ら
せ

　

水
路
周
辺
の
草
刈
り

　

の
際
の
お
願
い

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査ののののののののののののののののののののののののののののののののの結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

ご
み
の
排
出
量
（
可
燃
物
）

平
成　

年
８
月　

６
１
５
ｇ

12

平
成　

年
８
月　

６
２
３
ｇ

13

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
収
集
分
・
個
人

持
込
分
の
可
燃
物
及
び
木
く
ず

等
の
量
を
一
人
一
日
当
た
り
に

換
算
し
た
も
の
で
す
。）

月月月月月月月
ははははははは

１１１１１１１０００００００リリリリリリ
ササササササ
イイイイイイ
クククククク
ルルルルルル
月月月月月月
間間間間間間

リ
サ
イ
ク
ル
月
間
ででででででで
すすすすすすす

総重量(�)収集袋数ステーション数調査場所

４１２.３６３２中央区

１３９.９４０３第１７区

３１８.４４４２第１１号区

８７０.６１４７７合　計

ごみ減量推進市民会議及びごみ組成調査に関する詳細は中津川市ホームページでご覧いただけます。

市
制　

周
年
記
念
事
業

50

　
　

推
進
委
員
会
を
設
立

  ごみ組成グラフ  

ダンボール�
1.17％�

新聞紙�
0.69％�

雑誌�
1.84％�

牛乳パック等�
0.82％�

その他紙類�
7.75％�

その他紙類�
7.75％�

布類�
2.12％�

プラスチック�
1.91％�

No.6のスチロール�
1.09％�

No.6以外のスチロール�
0.17％�

No.1のペットボトル�
0.14％�

生ごみ�
53.01％�

木くず等�
5.00％�

その他可燃物�
24.29％�

生ごみ�
53.01％�

木くず等�
5.00％�

その他可燃物�
24.29％�

生ごみは水分を多く含みますので、総重量の

53.01％もありました。その他紙類7.75％、木

くず等（木くず、草、枯葉等）は5.00％でした。

第42号
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「
自
然
と
の
共
生
の
取
組
み
」

及
び
「
中
津
川
市
の
情
報
発
信
」

を
テ
ー
マ
に
８
月　

日
か
ら
５

22

泊
７
日
の
行
程
で
、
カ
ナ
ダ
‐

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
州
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
及
び

バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
平
岩
正
光
団

長
以
下　

名
に
よ
り
海
外
研
修

19

を
行
い
ま
し
た
。

　

出
発
日
の　

日
は
、
台
風　

22

１１

号
の
影
響
に
よ
り
当
初
予
定
し

て
い
た
名
古
屋
空
港
か
ら
の
フ

ラ
イ
ト
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、

急
き
ょ
関
西
国
際
空
港
か
ら　
23

日
の
未
明
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
州
の
州
都
ビ
ク
ト
リ
ア
で

は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
し
た
り
、
州
議
事
堂
や
博
物

館
を
訪
れ
研
修
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ュ
メ
イ
ナ
ス
（
壁
画

の
町
）
、
ダ
ン
カ
ン
（
ト
ー
テ
ム

ポ
ー
ル
の
町
）
で
研
修
を
行
っ

た
あ
と
、
中
学
生
は
ナ
ナ
イ
モ

で
２
泊
３
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
交
流
会
で
は
、
み
ん

な
で
日
本
の
歌
や
、
劇
、
書
道
、

お
手
玉
、
け
ん
玉
な
ど
を
披
露

し
、
す
ば
ら
し
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。

　

一
方
、
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
い
る
間
、
一
般
参

加
者
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
移

動
し
て
、
郊
外
に
あ
る
老
人
ホ

ー
ム
を
訪
問
し
研
修
を
し
ま
し

た
。
こ
の
施
設
は
、
住
宅
街
に

あ
り
な
が
ら
大
き
な
庭
園
を
持

ち
、
入
居
者
の
方
々
は
自
分
の

趣
味
を
持
ち
、
い
き
い
き
と
生

活
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

雄
大
な
自
然
の
中
で
心
や
さ

し
い
カ
ナ
ダ
の
人
々
と
ふ
れ
あ

い
、
充
実
し
た
研
修
で
し
た
。

『『『『『『『『『『『カカカカカカカカカカカナナナナナナナナナナナダダダダダダダダダダダののののののののののの人人人人人人人人人人人々々々々々々々々々々々のののののののののののやややややややややややさささささささささささしししししししししししさささささささささささににににににににににに触触触触触触触触触触触れれれれれれれれれれれててててててててててて』』』』』』』』』』』

　　　第二中学校３年　　近藤佳菜

　私にとってこの研修は、すべてが初めてのことで、

充実した７日間でした。

　行く前は楽しみな反面、不安な気持ちもあり、特

に言葉が違うということが大きな不安でした。しか

し、実際カナダに着くとその不安はだいぶなくなりました。それ

でも、ホームステイではすごく緊張していて、１日目はほとんど

自分から話しかけることができませんでした。２日目は、緊張が

ほぐれて少しずつ話せるようになりましたが、言葉がなかなかわ

からなかったりして、せっかく話しかけられてもちゃんと返事を

することができなかったことがありました。それでも一生懸命私

たちに伝えようとしてくれて、私も少しずつ理解できるようにな

りました。３日目、やっと仲良くなれて言葉が少しずつわかるよ

うになったのに、別れなければならないことが悲しかったです。

フェリー乗り場で別れるときに、ホストマザーが「手紙を書いて

ね」「またおいで」と笑顔で言ってくれました。私も笑顔で答えて

お別れをしました。カナダの人は本当に心が広いと思いました。

　バンクーバーに移動するフェリーの中で、ちょうど私も通ると

ころだったのでドアを開けたら、後ろにいた２人の男の人が「Ｔ

ｈａｎｋ　Ｙｏｕ」と言ってくれました。また、ダウンタウンの

道で人とぶつかった時も、すぐに「Ｅｘｃｕｓｅ　Ｍｅ.　 Ｉ’ｍ

Ｓｏｒｒｙ」と言われました。日本では肩がぶつかってもそのま

ま行ってしまう人の方が多いのにカナダではそれがあたりまえで

した。

　私はこの研修でカナダの広さ、自然の豊かさ、そして人の心の

広さを学ぶことができました。このことを今後に役立てていけた

らいいなと思います。今回こんな貴重な体験をさせていただいて、

本当にありがとうございました。

ブリティッシュ・コロンビア州議事堂

  ホストファミリーとの交流会で「上を

  向いて歩こう」を合唱する生徒たち

　老人ホーム研修で、スタッフから

　説明を受ける一般参加者たち

　日本人がモデルとなったシュメイナス

　の壁画の前で

　市民国際交流事業派遣団市民国際交流事業派遣団

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修カナダ研修
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告報告

トーテムポールの先端（ダンカン）
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結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　

を
受
け
ま
し
ょ
う
。（　

歳
40

　

以
上
の
方
は
、
肺
が
ん
検
診
を

　

兼
ね
て
い
ま
す
。
）

　

新
し
く
発
見
さ
れ
る
結
核
患

者
の
３
分
の
１
は　

歳
以
上
の

70

高
齢
者
で
す
。

　

こ
の
方
々
の
多
く
は
、
結
核

が
国
民
病
と
い
わ
れ
て
い
た
若

い
頃
に
結
核
菌
に
感
染
し
、
自

己
の
免
疫
の
力
で
発
病
を
抑
え

て
き
た
の
が
、
高
齢
期
に
な
り
、

生
活
習
慣
病
な
ど
で
免
疫
力
が

低
下
し
た
た
め
に
、
結
核
菌
が

活
動
を
再
開
し
発
病
し
て
い
ま

す
。
免
疫
力
の
弱
い
乳
幼
児
が

結
核
菌
に
感
染
す
る
と
、
結
核

性
髄
膜
炎
や
粟
粒
結
核
な
ど
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
と
同
居
し
て
い
る
高
齢

者
の
方
は
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　

中
津
川
市
の
結
核
検
診
の
受

診
状
況
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、　

歳
以
上
の
方
の
受
診

70

率
を
み
る
と
、
平
成　

年
度
で
、

12

男
性　

・
３
％　

女
性　

・
８

61

64

％
で
、
そ
の
内
、　

・
０
％
の

82

方
が
、
平
成　

年
度
に
も
受
診

11

さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
方
が
、
毎

年
続
け
て
受
診
さ
れ
る
割
合
が

高
い
の
で
す
が
、
結
核
検
診
を

受
け
て
い
な
い
方
の
中
に
こ
そ

結
核
患
者
が
潜
ん
で
い
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
毎
年
、

受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
　

歳
以
上
で
、
学
校
・
職
場

16
等
で
の
検
診
を
受
け
る
機
会
が

な
い
人
は
、
年
１
回
は
結
核
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。　

歳
以
上
で
喀
痰
検
査
を

40

希
望
さ
れ
る
方
は
、
検
診
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
、
健
康
推
進

課
ま
で
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
タ
バ
コ
を
吸
う
方
、
痰

が
よ
く
出
る
方
、
痰
に
血
が
混

じ
る
方
は
喀
痰
検
査
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

受
診
票
は
、
登
録
さ
れ
て
い

る
方
に
は
９
月
末
ま
で
に
、
郵

送
し
て
あ
り
ま
す
。
受
診
票
が

な
く
て
も
、
当
日
レ
ン
ト
ゲ
ン

会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
の　

月
の
裏
面

10

に
日
程
表
が
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
の
う
え
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

　
　

健
康
推
進
課
・
福
田

（
�
内
線　

）
623

　

歯
周
病
は
、　

歳
以
降
に
歯

40

を
失
っ
て
い
く
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度

１１

の
厚
生
労
働
省
歯
科
疾
患
実
態

調
査
で
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま

25

34

で
の　

％
に
、　

歳
か
ら　

歳

80

35

44

ま
で
の　

％
に
歯
周
病
の
症
状

84

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
は
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
、

歯
周
病
が
増
加
し
、
歯
が
抜
け

る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

歳
で
は
１
人
平
均
８
本
し
か

80残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
津
川
市
で
実
施
し
て
い
る

　

歳
歯
科
健
診
の
結
果
、
平
成

70
　

年
度
の
１
人
平
均
の
歯
の
本

12数
は
、　

・
２
本
で
年
々
わ
ず

16

か
で
す
が
増
加
し
て
お
り
、
良

い
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、　

40

歳
以
下
の
方
の
歯
科
健
診
（
２

歳
児
親
子
歯
科
健
診
時
）
の
結

果
、
歯
周
病
が
始
ま
っ
て
い
る

人
は
１
６
４
人
の
受
診
者
中　
56

人
（　

％
）
も
あ
り
ま
し
た
。

34

歯
ぐ
き
の
腫
れ
や
、
出
血
な
ど

の
初
期
の
症
状
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
近
、
歯
周
病
は
、
食
事
・

疲
労
・
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣

と
大
き
く
関
わ
り
合
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯

磨
き
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
も
目
を
向
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

次
の
よ
う
な
歯
の
健
康
相
談

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　
　

時
〜　

時

13

15

場
所　

健
康
福
祉
会
館
２
階

　
　
　

歯
科
予
防
室

内
容　

歯
の
磨
き
方
・
歯
ぐ
き

　
　
　

の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

　
　

健
康
推
進
課
・
勝

（
�
内
線　

）
625

　

東
海
地
震
は
、
い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

中
津
川
市
連
合
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
は
、
昨
年
名
古
屋
市
港
防

災
セ
ン
タ
ー
で
、
空
き
缶
を
利

用
し
た
、
非
常
時
の
ご
飯
の
炊

き
方
な
ど
を
勉
強
し
て
き
ま
し

た
。
ア
ル
ミ
缶
を
切
っ
て
、
コ

ン
ロ
と
ゴ
ト
ク
を
作
り
、
天
ぷ

ら
油
を
燃
料
と
し
て
ご
飯
を
炊

く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
ご
飯
の
炊
き
方
を
市
民

の
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、
研
修
会
等
を

各
地
域
、
学
校
等
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
地
域
や
学
校
等
で

も
、
研
修
会
を
開
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

研
修
会
の
開
催
希
望
ま
た
は

詳
細
に
つ
い
て
は
、
会
長
杉
山

　

（
�　

‐
４
４
９
１
）
ま
で
。

69

  
生
活
改
善
シ
リ
ー
ズ

  
歯
周
病
予
防
に
つ
い
て
①

　

若
い
う
ち
か
ら

　

気
を
つ
け
よ
う
！

結核患者

発見数
受診率受診者数年度

２人５４.３％５,４７７人Ｈ10

５人５９.４％６,３９４人Ｈ11

１人５１.０％６,３１０人Ｈ12

　

長長長長長長長長長長
びびびびびびびびびび
くくくくくくくくくく
「「「「「「「「「「

せせせせせせせせせせ
きききききききききき
」」」」」」」」」」

長
び
く
「 
せ
き
」

　

そ
れ
は
結
核
か
も
し
れ

　

ま
せ
ん
！

　

空
き
缶
利
用
の
炊
飯

　

研
修
会
の
ご
案
内

研修会で指導にあたるクラブ員

市が実施する結核検診の受診状況

か
く　

た
ん
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明
治
三
九
年
五
月
、
小
川
弥

之
介
外
地
元
有
識
者
達
が
苗
木

で
製
陶
事
業
起
業
を
提
唱
し
、

地
元
の
原
料
に
よ
り
製
陶
事
業

を
興
そ
う
と
す
る
気
運
が
高

ま
っ
て
き
た
。
又
苗
木
町
で
も

明
治
三
四
年
十
一
月
議
会
で
は
、

地
元
の
優
秀
な
人
材
を
選
び
奨

学
金
を
支
給
し
、
土
岐
郡
立
陶

器
学
校
で
製
陶
技
術
を
学
ば
せ
、

い
ず
れ
苗
木
で
製
陶
事
業
を
と

計
画
を
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
発
展
の
た

め
に
、
官
民
が
共
に
な
っ
て
地

元
産
業
を
育
て
よ
う
と
す
る
動

き
が
明
治
三
十
年
代
後
半
の
頃

か
ら
急
速
に
高
ま
り
、
明
治
四

十
年
八
月
、
待
望
の
苗
木
の
製

陶
工
場
、
苗
木
製
陶
所
（
代
表

鈴
木
雄
次
）
が
設
立
さ
れ
た
が
、

成
功
を
み
ず
失
敗
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

会
社
側
は
「
輸
出
向
製
品
ノ
下

落
ト
経
験
浅
キ
為
、
窯
毎
二
多

大
ナ
焼
損
ヲ
生
ジ
又
職
工
ノ
使

役
ヲ
誤
リ
タ
ル
コ
ト
ニ
ヨ
ル
」

と
し
、
借
財
を
残
し
倒
産
を
し

て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
苗
木
町
で
は
地
元
産

業
育
成
の
夢
は
捨
て
切
れ
ず
、

明
治
四
十
年
十
二
月
、
京
都
松

風
陶
器
合
資
会
社
を
誘
致
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
契
約
内

容
に
は
「
会
社
ハ
苗
木
町
二
於

テ
会
社
ノ
費
用
デ
以
テ
陶
器
製

造
所
ヲ
設
置
シ
経
営
ス
ル
」
又

「
会
社
デ
使
用
ス
ル
職
工
人
夫

ハ
可
成
苗
木
住
民
ヲ
雇
入
ル
モ

ノ
ト
ス
」
と
し
て
い
る
。
当
時

の
苗
木
町
が
地
域
発
展

を
願
っ
て
い
た
と
注
目

さ
れ
る
。

　

旧
苗
木
町
役
場
周
辺

を
工
場
用
地
と
し
て
陶

器
製
造
に
着
手
し
た
が
、

結
局
製
造
を
や
め
て
し

ま
っ
た
。
明
治
四
四
年

十
月
十
五
日
、
苗
木
町

長
は
「
陶
磁
器
製
造
ヲ

以
テ
地
域
ノ
発
展
ヲ
図

ル
為
、
松
風
陶
器
合
資

会
社
ト
契
約
シ
タ
ル
モ

原
料
採
掘
輸
送
ニ
重
点

ヲ
置
キ
製
陶
事
業
発
展

ノ
見
込
無
之
ニ
付
、
同

社
ト
ノ
契
約
解
除
ス
」

と
議
会
に
契
約
破
棄
を

報
告
し
て
い
る
。
苗
木
地
区
の

発
展
と
期
待
さ
れ
た
苗
木
の
製

陶
事
業
は
明
治
と
共
に
そ
の
終

焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
史
に
関
す
る
資
料
が
あ
り

し
た
ら
、
市
史
編
さ
ん
室
ま
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

市
史
編
さ
ん
室
・
山
田

（
�
内
線　

）
590

新
寝
た
き
り
高
齢
者
ゼ
ロ
作
戦

普
及
啓
発
推
進
事
業

―
高
齢
者
調
査
結
果
報
告
�
―

　　

厚
生
労
働
省
が
今
年
８
月
２
日

に
日
本
人
の
平
均
寿
命
を
公
表
し

ま
し
た
。過
去
最
高
の
平
均
寿
命

と
な
り
女
性
8
4�

6
2
歳
、男
性

7
7�

6
4
歳
で
す
。（
グ
ラ
フ
）

　

先
月
号
で「
女
性
は
男
性
に
比

べ
て
年
齢
が
高
く
な
っ

て
も
閉
じ
こ
も
り
に
な

り
に
く
い
」と
い
う
調

査
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
が
、女
性
は
男
性
よ

り
長
生
き
な
の
で
一
人

で
暮
ら
す
時
間
が
男
性

よ
り
長
い
、ま
た
、単
独

高
齢
者
世
帯
も
女
性
が

占
め
る
割
合
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
女
性
は「
閉
じ
こ

も
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」と
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
の
有
無
と
生
活
要

因
の
有
無
を
分
析
し
た
と
こ
ろ

「
三
食
食
べ
て
い
な
い
」「
歩
く
時

間
が
１
日　

分
に
満
た
な
い
」「
１

６０

日
中
家
の
中
で
過
ご
す
」「
外
出
に

不
安
あ
り
」「
付
き
添
い
の
人
が
い

る
と
外
出
し
や
す
い
」「
隣
の
家
ま

で
歩
け
な
い
」「
趣
味
は
続
け
て
い

な
い
」「
お
し
ゃ
べ
り
友
達
が
い
な

い
」の
８
要
因
に
つ
い
て
は
男
性

に
の
み
閉
じ
こ
も
り
の
傾
向
が
見

ら
れ
女
性
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。「
公
共
の
交
通
機
関
は
利
用

し
に
く
い
」「
バ
ス
停
ま
で
歩
け
な

い
」「
趣
味
が
な
い
」「
お
し
ゃ
れ
に

興
味
が
な
い
」「
広
報
を
読
ん
で
い

な
い
」の
５
要
因
に
つ
い
て
は
女

性
の
み
に
閉
じ
こ
も
り
の
傾
向
が

見
ら
れ
ま
し
た
。今
回
の

調
査
は
介
護
認
定
の
非
該

当
の
お
元
気
な
方
々
を
対

象
と
し
て
い
る
た
め
、「
身

の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で

し
な
い
」に
関
し
て
は
閉

じ
こ
も
り
と
の
関
連
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ

ま
で
の
研
究
報
告
で
は
性

差
に
着
目
し
た
も
の
は
少
な
く
、

今
回
の
結
果
か
ら
は
要
因
に
よ
っ

て
は
性
差
が
考
え
ら
れ
、性
別
に

よ
っ
て
行
動
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る

た
め
、こ
う
し
た
結
果
に
至
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
閉
じ
こ
も
り
予

防
も
こ
う
し
た
性
差
を
加
味
し
た

対
応
策
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

　

タ
ー
か
や
の
木
・
張
山

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
内
線　

）
603

　

苗
木
の
製
陶
事
業

86�

84�

82�

80�

78�

76�

74

年齢�

（2000年簡易生命表から）�
男性�

77.64歳�

女性�

84.62歳�

平均寿命�

京都松風陶器合資会社跡地

―苗木本町地内―
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こ
の
日
程
で
資
源
回
収
を
実
施
し
ま
す
。�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

10

資源回収(10月) ごみ減量美化推進課
� 内線133

燃えないごみ収集日

ビン、缶、ペットボトルは、中身を出して水でよく

洗って出しましょう。�

白色トレイは、リサイクルボックスへ出しましょう。�

　　市役所・各コミュニティセンター・少年センター�
　　サンライフ中津川・第一中学校�(                                  　)  �
�

市 役 所
� 66―1 1 1 110月31日 �

�内線 114
市民保険課

国民健康保険（第６期納期限）

�内線 116国 民 年 金（10月分納期限）

�内線 122税  務  課市  県  民   税（第３期納期限）

納期限のご案内

実施団体回収日

西幼稚園・北野減量グループ  1日�

中央区  6日�

尾鳩保育園・６区老人クラブ五月会10日�

中央区13日�

苗木小中学校14日�

中央区20日�

松源寺区・桃山子供会・中央区27日�

坂本中学校28日�

11　月
区　　　　名

10　月

不燃物
資 源
ご み

不燃物
資 源
ご み

20910区・11区・12区・新町区・一色区2612

201314区・16区・中央区2616

730
17区・18区・東18区・銭亀区・松田区
子野区・24区・雇用促進３区・丸山団地区
丸山警察官舎・鉄官区

331

158東７区・西７区・８区・９区・昭和区184

2114
19区・実戸区・中村区・尾鳩区・21区
雇用促進２区

1710

197
手賀野上区・１区・２区・雇用促進１区
会所ヶ丘区・３区・４区・５区・６区

153

528
後田区・松源寺区・大峡区・共栄区
西ヶ丘区・大平区・山手区・桃山区・23区

124

2816苗木地区2419

2922坂本千旦林地区2511

2621坂本茄子川地区2217

142落合・神坂地区105

126阿木地区92

清掃センター　　
� 66-2544

 問い合わせ先 場　　所 時　　間開　催　日種　　類

広報広聴課 （�内線305）
市役所１－２会議室
(26日�は、3-1会議室)

９：00～12：00
毎週金曜日市 政 特 別 相 談

12日�・19日�・26日�行 政 相 談

市民保険課 （�内線103）
健康福祉会館３階
子ども家庭相談室

13：30～16：003日�（第1水曜日）

人 権 相 談
法務局総務課
　　　       （�66-1554）

岐阜地方法務局中津
川支局　４階相談室

９：00～16：00
毎週火・木曜日（要予約）
※常駐人権擁護委員が相談を受けます。

障害援護課 （�内線618）
健康福祉会館３階
第２研修室

10：30～12：00
東海補聴器　   9日�
リオネット　 11日�
ナショナル  　  25日�

補聴器巡回相談

教育相談室（�65-1166）
教育相談室
かやの木教室

９：00～15：00毎週月～金曜日(要予約)教 育 相 談

少年センター
　　　       （�62-3066）�65-343314：00～17：00毎週月・水・金曜日青少年の悩みごと

電 話 相 談

各  園
市内公・私立保育園開催日時が各園で異なります。直接お問い合わ

せください。
乳幼児子育て相談

公立幼稚園

児童家庭課（�内線613）児童家庭課10：00～16：00毎週月・火・水・金曜日家 庭 児 童 相 談

都市整備課（�内線205）市役所1-2会議室10：00～16：00毎月第2水曜日住まいづくり相談

サンライフ中津川
                （�66-1357）

サンライフ中津川
職業相談室

８：30～17：00
毎週月～金曜日
(第３火曜日を除く)

Ｕターン希望者・
中高年齢職業相談

中津川市高齢者職業相談室
　             （�66-8316）

中央公民館
４階相談室

９：00～16：00毎週月・水・金曜日高齢者職業相談

社会福祉協議会
　　　　   （�内線634）

健康福祉会館３階
子ども家庭相談室

13：00～15：30毎週月曜日心 配 ご と 相 談

13：00～　　　

９日�・23日�　
それぞれ８名（市内在住在勤者）
※１週間前の火曜日から電話ま
　たは窓口で予約受付。

無 料 法 律 相 談

市民相談開催日(10月) ※相談はすべて無料です。
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がん・骨粗しょう症検診日程

会　場受付時間種　類実施日

阿木コミュニ
ティセンター

   9：30～11：00
骨粗しょう症

9日
�

　
 　

月

10

13：00～14：30

12：30～14：00乳・子宮

  9：30～11：00乳

苗木コミュニ
ティセンター

 8：30～11：00胃・大腸
10日
�

  9：30～11：00
骨粗しょう症

13：00～14：30

健康福祉会館

  9：30～11：00
乳

14日
�

 12：30～14：00

  8：30～11：00胃・大腸

  9：00～11：00
骨粗しょう症

13：00～14：30

会　場受付時間種　類実施日

神 坂コミュニ
ティセンター  9：30～11：00

骨粗しょう症
22日
�

　
 　

月

10
落 合コミュニ
ティセンター13：00～14：30

健康福祉会館12：30～14：00子宮25日
�

坂本コミュニ
ティセンター

  9：30～11：00
骨粗しょう症

7日
�

　
 　

月

11

13：00～14：30

健康福祉会館

  9：00～11：00
骨粗しょう症

11日
�

13：00～14：30

  9：30～11：00
乳

 12：30～14：00

  8：30～11：00胃・大腸

健康推進課　　　
� 内線623・626

求めています展示（販売）しています

・冷蔵庫　・洗濯機　・テレビ　・ラジカセ
・自転車（幼児用）　・パソコン
・ベビー用品（ベビーカー・ベビーベッド等）
・ミニバイク　・家具　・ギフト用品
・紳士服　・新生児用チャイルドシート

・机　・食器類 　・手作り品　
・化粧品　・子供服　・婦人服　
・座椅子　・木酢液　・タオル
・ベビーカー　・ガラス製品
※その他いろいろあり

①大腸がん検診を受ける方は、１週間前までに健康推進課へお申し込みください。容器を郵送いたします。
②がん検診は必ず事前に申し込みをしてください。元気カードをお持ちの方は、お申し込みの際、元気カードの番号をお知らせくだ
さい。（検診をキャンセルする時は必ずご連絡を！）

③子宮がん検診は市内の医療機関でも受診できますので、健康推進課へお申し込みください。受診票を郵送します。上記の検診はい
ずれも電話でお申し込みができます。

※チャイルドシート・ベビーシ

ートの不用なものがありまし

たら、お持ちください。また、キズ、

汚れのひどい品物は受付でき

ませんので、ご了承ください。�

平成13年 9月17日現在　
リサイクルプラザ情報

中津川リサイクルプラザ　　
市内西太田町通り　�65-8281

�65-5766つねだ整形外科・皮ふ科

７日�

10

月

�65-7880木村眼科

�65-5361渡辺歯科医院

�62-3001古瀬医院
８日�

�68-8148あかさか歯科医院

�66-1565古橋内科医院14日�

�65-7565古瀬小児科クリニック21日�

�69-5015中川医院28日�

　消防署　� ６５―３７９９（みなきゅうきゅう）
　市役所　� ６６―１１１１

�66-7222上田医院
３日�

　
　

月

11

�65-3086高木歯科医院

�68-7722さか整形外科

４日� �75-3017伊藤歯科医院

�65-7880木村眼科

�66-7077佐生医院11日�

�66-1210恵北医院18日�

�65-8877服部内科クリニック23日�

�66-3111中津クリニック25日�

　※当番医は変更になる場合がありますので、
　　必ずお問い合わせのうえ、お出かけください。

休日当番医

行　　　　　程地 区巡回日行　　　　　程地 区巡回日

  寺領 　 　  広岡  　　    飯沼
　　　　→　　　　 →　
(14:55)　　 (15:40)　　  (16:10）

阿木11日�
  川上　　     松田
　　　　→
(15:10)　　 (16:00)

中津２日�

清水平　　 宮の前
　　　　→
(15:00)　　 (15:30)

落 合16日�
与ヶ根　　   深沢　 　   新町 
　　　　→　　　　 →　
(15:00)　　 (15:30)　　  (16:10)

坂 本３日�

  新道　　    小森　　    霧ヶ原
　　　　→　　　 　→
(14:35)　　（15:00)　　  (15:45)

神 坂19日�
  西山　　   岩屋堂　　   中洗井
　　　　→　　　　 →　
(14:25)　　 (14:55)　　  (15:25)

中津・坂本５日�

運行上の安全確保のため、悪天候など運行を中止する
場合があります。

  本町 　 　   狩宿  　　   並松
　　　　→　　　　 →　
(14:40)　　 (15:20)　　  (16:00）

苗木10日�

移動図書館（10月） 中津川市立図書館　　
� 66-1308

健康推進課　　　
� 内線623・626
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絵
本　

『
あ
な
ぐ
ま
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
さ
ん
』

正
岡
慧
子

作

失
敗
に
め
げ
ず
た
ち
む
か
っ
た
あ
と
の
気
持
ち

が
伝
わ
る
絵
本
。

　

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト　

『
ゼ
ブ
ラ
』

ハ
イ
ム
・
ポ
ト
ク

作

�
自
分
は
自
分
で
し
か
な
い
�
と
実
感
す
る
子

ど
も
達
を
丁
寧
に
描
い
た
短
編
集
。

　

社
会　

『
父
さ
ん
の
か
ら
だ
を
返
し
て
―
父
親
を
骨
格
標

本
に
さ
れ
た
エ
ス
キ
モ
ー
少
年
』

ケ
ン
・
ク
ー
パ
ー

著

　

教
育　

『
「
子
ど
も
を
愛
す
る
力
」
を
つ
け
る
心
の
レ
ッ

ス
ン
』

岩
月
謙
司

著

子
育
て
は
親
の
心
を
ケ
ア
す
る
絶
好
機
。
心
を

ほ
ぐ
す
子
育
て
の
処
方
箋
本
。

　

演
劇　

『
絵
本

夢
の
江
戸
歌
舞
伎
』

服
部
幸
雄

文
・
一
ノ
関

圭

絵

江
戸
の
芝
居
小
屋
が

現
代
に
蘇
る
―
。
中
村
勘

九
郎
氏
も
度
肝
を
ぬ
か

れ
た
絵
本
。

　

ス
ポ
ー
ツ　

『
木
曜
日
の
ボ
ー
ル
』

近
藤

篤

著

地
雷
が
埋
ま
る
地
で
も
ボ
ー
ル
を
蹴
る
若
者
が

い
る
。
世
界
各
地
を
旅
し
た
写
真
エ
ッ
セ
イ
。

　

言
語　

『
暗
号
解
読
』

サ
イ
モ
ン
・
シ
ン

著

歴
史
の
背
後
に
秘
め
ら
れ
た
、
暗
号
作
成
者
と

解
読
者
の
攻
防
を
描
く
。

　

文
学　

『
１
３
階
段
』

高
野
和
明

著

死
刑
囚
の
冤
罪
を
晴
ら
す
た
め
、
仮
釈
放
中
の

青
年
と
刑
務
官
が
奔
走
す
る
。
本
年
度
の
江
戸
川

乱
歩
賞
受
賞
作
品
。

　

郷
土
の
本　

『
あ
き
に
れ
―
校
長
セ
ン
セ
イ
の
徒
然
日
記
』

駒
場

宮
内
明
男

著

瑞
浪
小
学
校
時
代
の
「
校
長
室
だ
よ
り
」
を
ま

と
め
た
。

え
い
ご
Ｄ
Ｅ
お
は
な
し
会

月

日
�

時
か
ら

10

21

15

※

今
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
す
。
仮
装
し

て
来
て
く
れ
る
子
大
歓
迎
！

　
　
　
　
　
　
　
　
 
平
日　

時
〜　

時

10

19

　

開
館
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
 
土
日　

時
〜　

時

10

17

　
　

月
の
休
館
日　

１
・
８
・
9
・　

・　

・　

・　

日

10

15

22

29

31

『堂々日本史』

ＮＨＫ取材班 編

大河ドラマもチン

プンカンプンという

歴史に弱い方があり

ましたら、全巻読破をおすすめ。私も

その一人でした。（市内苗木 Ｋさん）

　青邨記念館　  (�65-7170)　苗木遠山史料館　(�66-8181)

　子ども科学館  (�66-9090)　鉱物博物館　　　(�67-2110)

　

よ
り
ぬ
き
新
着
図
書

苗木遠山史料館から…
★ 親子歴史教室
　 『古代の火おこし器で火をおこそう』
　 10月13日�　10：00～　
★ 苗木遠山史料館特別展
　 郷土の文化人シリーズ⑦
　 『唐澤栄川－漆工芸の美』
　　―郷士が生んだ漆工芸師〝栄川〟の

　　　美をさぐる―　
　 10月23日�～12月2日�　特別展示室
※ 記念講演会　11月4日�　13：30～
　 「唐澤栄川にみる漆芸の技法と地域の繋がり」
　　　　講師：楢川村学芸員　渡邊　泰氏
子ども科学館から…
★ 第２土曜教室　『四輪駆動車をつくろう』
　 10月13日�　9：30～　定員10人　費用600円
★ 第四土曜教室　『折り紙教室』
　 10月27日�　9：30～　定員20人　費用300円
鉱物博物館から…
★ 博物館教室『秋の草花観察とクラフトづくり』

　 夜明けの森で秋の草花を観察して､植物でのクラ
　 フトづくりをしましょう。
　 講師：野草散策の会と栗谷本征二氏（落合）
　 （講師は､ＮＨＫ「おしゃべりらんち」､「おしゃ
　    べり工房」などに出演しています。）
　 10月7日� 10：00～　定員20人　材料代500円
★ 第５回企画展
　　『恐竜時代の巨大火砕流－濃飛流紋岩』
　 好評開催中です。　ぜひご覧ください！
　 企画展示室で、11月11日�まで。
★ 企画展記念講演『濃飛流紋岩の研究の歩み』
　 講師：山田直利博士(元地質調査所地質標本館長）
　 10月14日�　13：30～　研修室にて

10月の四館の休館日
　１・９・１５・１７・２２・２９日

四館入館状況（８月）
　青邨記念館       587人    苗木遠山史料館     641人
　子ども科学館 4,015人    鉱物博物館         2,177人
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朝
の
庭
の
草
引
き
お
り
て
紫
の

　
　

小
さ
き
花
に
た
め
ら
う
一
瞬

　
　
　
　
　
　

山
岸
千
代
子

二
人
の
子
女
手
一
人
で
育
て
上
げ
し

　
　

鈴
木
さ
ん
の
パ
ワ
ー
頂
き
に
来
つ

　
　
　
　

池
本　

み
よ

病
院
の
待
合
室
に
来
ぬ
人
を

　
　

「
ど
う
か
し
た
か
」
と
仲
間
が
言
え
り

　
　
　
　
　
　
　

馬
島　

光
雄

大
凶
の
相
性
の
人
と
五
十
余
年

　
　

添
い
と
げ
し
人
生
し
あ
わ
せ
な
り
き

　
　
　
　
　
　

高
橋　

功
子

あ
こ
が
れ
し
み
な
と
み
ら
い
の
灯
は

　
　

夕
闇
迫
る
中
に
ま
た
た
く

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

庄
一

古
び
た
る
校
長
室
の
戸
棚
よ
り

　
　

軍
神
広
瀬
の
手
紙
出
で
来
ぬ

土
井　

裕
夫

入
り
替
り
訪
れ
し
者
帰
り
行
き

　
　

佛
と
語
ら
ん
盆
の
一
日
は

　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

よ
し

真
白
に
咲
き
誇
り
た
る
さ
る
す
べ
り

　
　

花
く
ず
を
は
き
い
る
老
媼
の
有
り
て

　
　
　
　

林　
　

充
恵

蝋
の
火
を
ほ
の
か
に
と
も
し
薬
師
如
来
の

　
　

二
夜
三
日
を
里
人
と
遊
ぶ

　
　
　
　

原　

登
紀
子

虚
心
坦
懐
に
意
見
を
聞
き
熟
慮
を
重
ね
て
参
拝
は

　
　

十
三
日
と
な
す
噫
呼

　
　
　
　
　
　

加
藤　

直
衛

　

中
津
川
幼
稚
園
で
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
東
小
学
校
に
併
設

10さ
れ
た
新
園
舎
で
の
教
育
が
始

ま
り
ま
し
た
。
新
し
く

な
っ
た
当
園
で
は
特
色
あ

る
教
育
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
達
を
た
く
ま
し
く
豊
か

に
育
て
て
い
き
た
い
と
実

践
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

六
年
生
が

　
　
　

遊
び
に
来
た
！

　

一
学
期
の
あ
る
日
、　

20

分
休
み
に
六
年
生
の
男
子

が
数
人
幼
稚
園
に
遊
び
に

来
ま
し
た
。
昨
年
の
交
流

を
経
験
し
て
い
る
年
中

組
・
年
長
組
の
子
た
ち
は

大
喜
び
で
甘
え
て
い
ま
す
。

で
も
年
少
組
の
子
た
ち
は

側
で
見
て
い
た
り
、
怖
が
っ
て

先
生
に
し
が
み
つ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
六
年
生
は
毎

日
休
み
時
間
に
な
る
と
遊
び
に

来
て
く
れ
、
女
子
も
加
わ
り
人

数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
怖
が
る
小
さ
い
子
と
何
と
か

あ
そ
ぼ
う
と
根
気
に
誘
っ
て
く

れ
ま
す
。
他
の
園
児
も
関
わ
っ

て
い
く
子
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

お
ん
ぶ
や
抱
っ
こ
は

　
　
　
　
　

気
持
ち
い
い
！

　

怖
く
て
先
生
に
抱
か
れ
て
い

た
子
も
、
い
つ
の
間
に
か
六
年

生
が
来
る
と
嬉
し
く
て
甘
え
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
抱
っ
こ
し
て
」「
肩
ぐ
る
ま
し

て
」「
ぐ
る
ぐ
る
回
し
し
て
」「
お

ん
ぶ
し
て
」
等
と
子
ど
も
た
ち

は
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
求
め
ま
す
。

暑
い
日
も
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
き

な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
子
ど

も
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
六
年

生
。「
幼
稚
園
の
子
っ
て
か
わ
い

い
ね
」
と
言
う
言
葉
が
何
度
も

聞
か
れ
ま
す
。
幼
稚
園
の
子
ど

も
達
の
気
持
ち
に
合
わ
せ
て
気

長
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
姿
に
感

心
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、

六
年
生
に
「
優
し
さ
」
と
「
人

と
の
す
て
き
な
関
わ
り
」
を
学

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経

験
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
「
大
き
く
な
る

こ
と
」
に
憧
れ
を
持
ち
、
人
と

の
関
わ
り
が
好
き
に
な
っ
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
が
庭
に
鳴
け
ば
わ
が
家
の
ち
ち
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

丹
羽　

亮
平

水
神
の 
注
連 
緩
み
た
る
赤
と
ん
ぼ

し　

め

　
　
　
　
　
　
　

奥　
　

清
子

や
や
あ
り
て
又
鳴
く 
終 
の
法
師
蝉

つ
い

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

久
夫

馬
の
塚
野
菊
自
づ
と
咲
く
所

　
　
　
　
　
　
　

三
村
ひ
さ
こ

 
堰 
の
水 
簾 
落
ち
し
て
花
す
す
き

せ
き 

す
だ
れ

　
　
　
　
　
　
　

桐
本
あ
つ
代

老
の 
守 
る
稲
田
に 
稗 
の
目
立
つ
か
な

も 

ひ
え

　
　
　
　
　
　
　

倉
田　

幸
枝

宅
配
の
届
く
大
声
蝉
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

清

ぼ
ん
や
り
と
過
す
一
時
風
は
秋

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

寿
賀

 
濡
縁 
に
小
さ
き
蝶
や
終
戦
日

ぬ
れ
え
ん

　
　
　
　
　
　
　

磯
貝　

早
苗

ぼ
た
ん
づ
る
咲
い
て
田
小
屋
の
ま
へ
う
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　

内
山　

泉
子

中
津
川

幼
稚
園

６年生のお兄さんお姉さん大好き！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花 
の  
木  
歌  
話  
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早  
苗  
句  
会  
吟  
詠

お
う

ひ 
と 
ひ
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４
日　

瀬
戸
の
里
夏
祭
り
▼
５
日　

第　

回
県
消
防
操
法
大
会
▼
６
日　

50
危
険
箇
所
点
検
・
「
平
和
の
日
」
コ

ン
サ
ー
ト
▼
７
日　

農
政
懇
談
会
▼

８
日　

県
際
交
流
協
議
会
総
会
▼
９

日　

ご
み
組
成
調
査
・
市
議
会
全
員

協
議
会
▼　

日　

中
津
川
･
恵
北
環

10

境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
衛

生
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
▼　

日　
12

花
火
大
会
▼　

日　

お
い
で
ん
祭
▼

13

　

日　

市
議
会
全
員
協
議
会
▼　

日

14

15

中
津
川
･
恵
北
環
境
施
設
組
合
全
員

協
議
会
▼　

日　

全
国
大
会
等
出
場

16

選
手
激
励
会
▼　

日　

新
規
職
員
研

17

修
会
・
高
齢
者
大
学
▼　

日　

新
規

21

職
員
研
修
会
▼　

日　

９
月
議
案
査

22

定
・
国
際
交
流
事
業
派
遣
団
カ
ナ
ダ

研
修
出
発
式
▼　

日　

福
岡
県
椎
田

23

町
行
政
視
察
▼　

日　

臨
時
記
者
会

24

見
・
卓
球
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
前
夜
祭

▼　

日　

男
女
共
同
参
画
講
演
会
▼

25

　

日　

四
ツ
目
川
水
害
祈
念
式
典
・

26砂
防
講
演
会
▼　

日　

市
議
会
運
営

27

委
員
会
・
付
知
川
右
岸
用
水
管
理
組

合
議
会
定
例
総
会
・
東
濃
地
域
首
長

連
絡
協
議
会
▼　

日　

中
津
川
･
恵

28

北
環
境
施
設
組
合
議
会
・
市
民
会
議

▼　

日　

市
内
最
高
齢
者
敬
老
訪

29
問
・
市
制　

周
年
記
念
事
業
推
進
委

50

員
会
▼　

日　

定
例
記
者
会
見
・
学

30

校
給
食
試
食
会
・
ク
ォ
リ
テ
ィ
･

フ
ァ
ー
ム
取
締
役
会
▼　

日　

環
境

31

パ
ト
ロ
ー
ル
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
視
察
・

市
町
村
合
併
講
演
会

▼
1
日　

高
山
市
長
土
野
守
氏
実
母

枕
花
外
１
万
９
千
２
５
円
▼
８
日 

県
際
交
流
協
議
会
総
会
会
費
５
千
円

▼　

日　

水
曜
会
会
費
千
円
▼　

日

22

24

卓
球
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
前
夜
祭
会
費

１
万
円
▼　

日　

四
ツ
目
川
水
害
祈

26

念
祭
式
典
会
費
１
万
円 

　

　
　

月
８
日
に
東
美
濃
ふ
れ
あ

10
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
大
相

撲
中
津
川
場
所
に
先
立
っ
て
、
井

筒
親
方
が
市
役
所
を
表
敬
訪
問

さ
れ
、
中
川
市
長
と
懇
談
し
ま
し

た
。

　

親
方
は
、「
大
相
撲
の
迫
力
を

感
じ
る
ま

た
と
な
い

機
会
な
の

で
、
ぜ
ひ
会

場
に
足
を

運
ん
で
く

だ
さ
い
」
と

の
こ
と
で

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
治
山
治
水

に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
関
係
機

関
の
治
山
治
水
事
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
８
月　

日
、

26

中
津
川
文
化
会
館
で
砂
防
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

井
筒
親
方
が
表
敬
訪
問

  
井
筒
親
方
が
表
敬
訪
問

　

治
山
治
水
の
日

　

砂
防
講
演
会

パネルディスカッションも

行われました

市市市市市市市市市市 長長長長長長長長長長 のののののののののの 動動動動動動動動動動 静静静静静静静静静静　　　　　　　　　市　長　の　動　静　　―８月―

６
日　

毎
年
、
６
日
前
後
は
、
市
の
「 
生
命 
を
守

い
の
ち

る
月
間
」
の
危
険
箇
所
点
検
を
実
施
す
る
日
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
委
員
の
皆
さ
ん
と
各
地
区

へ
出
か
け
ま
し
た
。
最
近
の
交
通
状
況
か
ら
、
早

急
な
改
良
の
必
要
性
が
あ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

▼
８
日　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
っ
て
、

市
民
環
境
部
で
市
内
排
出
ご
み
の
組
成
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
ご
み
組
成
は
、
都
市
型
・
農
村
型

と
地
域
に
よ
っ
て
構
成
状
況
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
減
量
対
策
立
案
に
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
る
も

の
で
す
。
今
後
も
調
査
を
続
け
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
▼　

日　

今
回
で
第　

回

13

14

を
迎
え
た
「
お
い
で
ん
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

風
流
お
ど
り
に
参
加
し
た
幼
い
女
の
子
の
古
風
な

着
物
姿
が
可
愛
い
く
印
象
的
で
し
た
。
お
み
こ
し

の
練
り
歩
き
中
に
夕
立
が
激
し
く
降
り
、
夏
祭
り

は
自
然
に
終
了
し
ま
し
た
。
▼　

日　

高
齢
者
大

17

学
の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
環
境
に
関
す
る
問
題

点
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
が
、
受
講
生
の
皆
さ

ん
の
ま
さ
し
く
「
温
故
知
新
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
熱
心
に
学
ぶ

姿
に
は
敬
意
を

表
し
ま
す
。

▼　

日　

国
際

22
交
流
事
業
派
遣

団
が
カ
ナ
ダ
研

修
に
出
発
し
ま

し
た
。
日
本
と

交
流
の
歴
史
が

深
い
バ
ン
ク
ー

バ
ー
市
、
林
業

の
盛
ん
な
バ
ン

ク
バ
ー
島
で
多

く
の
こ
と
を
学

び
体
験
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

中
津
川
市
の
特

に
自
然
に
つ
い

て
の
課
題
に
参

考
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

▼　

日　

男
女

25
共
同
参
画
講
演

会
に
、
福
岡
町

出
身
の
草
野
満

代
さ
ん
を
迎
え

ま
し
た
。
後
半

は
、
市
長
と
の

対
談
と
い
う
こ

と
で
、「
故
郷
」

に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

里
山
の
景
観
を
保
全
し
て
い
る
故
郷
に
深
い
価
値

観
を
持
っ
て
み
え
る
こ
と
が
伝
わ
る
お
話
で
し
た
。

▼　

日　

四
ツ
目
川
水
害
祈
念
祭
式
典
と
砂
防
講

26
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
７
年
の
災
害
を

教
訓
と
し
た
こ
れ
ら
の
行
事
が
、
中
津
川
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
け

に
、
多
く
の
市
民
で
継
承
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
▼　

日　

中
津
川
・
恵
北
環
境
施
設
組

28

合
議
会
で
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
契
約
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、「
安
全
」
と

「
安
定
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
表
わ
す
よ
う
に
、

市
民
の
最
も
関
心
の
高
い
環
境
問
題
で
す
。
▼　
29

日　

市
内
最
高
齢
者
敬
老
訪
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

お
行
儀
の
良
い
美
し
い
方
で
、
花
束
を
嬉
し
そ
う

に
眺
め
て
み
え
ま
し
た
。
▼　

日　

学
校
給
食
試

30

食
会
に
参
加
し
、
地
元
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
カ
レ
ー
と
神
坂
で
作
ら
れ
た
桃
ゼ
リ
ー
を
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市　

長　

中
川　

鮮

市
長
交
際
費
の
支
出
状
況
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第
２
回
中
山
道
祭
り
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
が
、
９
月
９
日
に
Ｊ
Ｒ

落
合
川
駅
か
ら
妻
籠
宿
ま
で
の

約　

㎞
間
で
開
催
さ
れ
、約
千
5

14
0
0
人
が
初
秋
の
中
山
道
を
歩

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
木
曽
街

道
（
中
山
道
）
制
定
４
０
０
周
年

を
記
念
し
た
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

が
各
地
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

落
合
宿
で
は
、
こ
ど
も
風
流
お

ど
り
、
紙
芝
居
、
石
場
餅
つ
き
、

懐
メ
ロ
バ
ン
ド
の
演
奏
、
特
産
品

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
石
畳
で
は
、

地
元
産
の
麦
茶
と
、
約
１
５
０
年

ぶ
り
に
再
現
さ
れ
た
、
皇
女
和
宮

降
嫁
の
際
の
和
菓
子
の
サ
ー
ビ

ス
を
市
観
光
協
会
と
ぶ
ら
ん
ど

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
行
い
ま
し

た
。

　

第　

回
中
津
川
市
防
災
訓
練
が

24

９
月
１
日
、
苗
木
小
・
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
苗
木
地

区
及
び
中
津
地
区
第　

区
の
広
報

17

会
自
主
防
災
会
を
中
心
に
、
約
２

千
４
０
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
関
係
、
県

防
災
航
空
隊
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、

中
部
電
力
等
多
く
の
防
災
関
係
機

関
の
参
加
も
得
て
、
本
番
を
想
定

し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
福
岡

町
と
連
携
し
た
広
域
的
な
訓
練
が

初
め
て
行
わ
れ
、
当
市
か
ら
は
消

防
ポ
ン
プ
車
が
同
町
防
災
訓
練
の

主
会
場
で
あ
る
高
山
地
区
へ
出
向

き
、
火
災
消
火
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。
同
町
か
ら
は
消
防
団
と
児

童
が
当
市
の
訓
練
に
参
加
さ
れ
、

苗
木
小
学
校
の
児
童
と
連
携
し
た

初
期
消
火
訓
練
で
は
、
息
の
合
っ

た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
見
せ
、
両
消

防
団
が
協
力
連
携
し
た
救
助
・
応

急
救
護
訓
練
で
は
見
事
な
技
術
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
防
災
訓
練
か
ら

情
報
収
集
広
報
訓
練
の
伝
達
方
式

を
全
面
的
に
改
め
、「
Ｉ
Ｔ
を
利
用

し
た
情
報
収
集
〜
配
信
」
と
題
し

て
、
当
市
と
Ｒ
Ｙ
シ
ス
テ
ム
が
共

同
開
発
し
た
「
中
津
川
市
防
災
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
シ
ス
テ
ム
が

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯

電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
を

利
用
し
て
、
機
動
的
な
情
報
収
集

と
発
信
を
行
う
も
の
で
、
今
後
予

想
さ
れ
る
災
害
発
生
時
等
に
、
迅

速
で
正
確
な
被
災
状
況
が
把
握
で

き
、
的
確
な
対
応
が
で
き
る
も
の

と
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま

す
。

石畳で和菓子を手にとる参加者の皆さん

　

２
人
の
お
孫
さ
ん
が
通
園
さ

れ
て
い
る
磯
村
つ
や
子
さ
ん

（
淀
川
町
）
は
、
一
色
保
育
園

の
エ
ア
コ
ン
が
３
歳
未
満
児
室

の
み
で
、
今
夏
の
異
常
な
暑
さ

か
ら
園
児
が
昼
寝
も
で
き
な
い

こ
と
を
知
り
遊
戯
室
に
２
台
の

エ
ア
コ
ン
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
昼
寝
も
盆
踊
り
の

練
習
も
快
適
な
環
境
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

福
岡
町
と
防
災
訓
練
を
実
施

　

福
岡
町
と
防
災
訓
練
を
実
施

　

中
山
道
祭
り

中
山
道
祭
り

初
秋
の
落
合
宿
で
開
催

　

初
秋
の
落
合
宿
で
開
催

磯村さんと園児たち

自
分
の
生
命
は
自
分
で
守
り
、

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

自主防災会による初期消火訓練

三角巾を使った応急救護訓練

　

健
康
と
福
祉
と
生
活
環
境
を

考
え
る
一
日
と
し
て
「
第　

回
16

健
康
福
祉
さ
わ
や
か
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
９
月
９
日
、
健

康
福
祉
会
館
一
帯
で
６
千
５
０

０
人
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

医
師
に
よ
る
「
健
康
相
談
」

「
歯
科
相
談
」「
薬
の
相
談
」
や

「
血
液
検
査
」「
糖
尿
病
予
防
」

「
体
力
測
定
」「
運
動
指
導
」
な

ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
人
気
が
集

ま
り
、
健
康
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
に
関
す
る

相
談
や
、
社
会
福
祉
施
設
の
紹

介
コ
ー
ナ
ー
に
多
く
の
人
が
訪

れ
る
と
と
も
に
、「
軽
ス
ポ
ー
ツ

紹
介
」
や
今
年
初
め
て
行
っ
た

「
白
バ
イ
の
展
示
」「
昔
の
遊
び

体
験
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
も
盛
況

で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
１
年
以
上
無

受
診
の
国
民
健
康
保
険
健
康
優

良
（
無
受
診
）
２
６
５
世
帯
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
色
保
育
園
遊
戯
室
に
エ
ア
コ
ン
を
寄
附

一
色
保
育
園
遊
戯
室
に
エ
ア
コ
ン
を
寄
附

健健
康康
福福
祉祉
ささ
わわ
やや
かか
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
盛盛
大大
にに
開開
催催血糖値の検査を受ける参加者の皆さん

防災情報は市ホームページまたは h t t p：/ / b o u s a i . c i t y . n a k a t s u g awa . g i f u . j p /でご覧いただけます
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現
在
、
納
付
書
を
市
役
所
か

ら
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
は
社
会
保
険
庁

14か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
４
月
か
ら
お
近

く
の
金
融
機
関
か
郵
便
局
ま
た

は
、
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
で
納
付
さ

れ
て
い
る
人
は
、
引
き
続
き
指

定
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ

ま
す
。（
納
付
書
で
納
付
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
、
便
利
な
「
口

座
振
替
」
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
）

※　

年
４
月
か
ら
、
納
付
書
の
再

14

　

発
行
や
分
割
納
付
の
ご
相
談
、

　

そ
の
他
、
納
付
書
に
つ
い
て
の
お

　

問
い
合
わ
せ
は
、
多
治
見
社
会

　

保
険
事
務
所
（
�
0
5
7
2
‐

　
　

‐
0
2
5
5
）
ま
で
お
願
い

22

　

し
ま
す
。

　

現
在
は
、
自
分
で
市
役
所
の

窓
口
に
届
出
・
手
続
き
し
て
い

ま
す
が
、
来
年
４
月
か
ら
は
事

業
主
が
社
会
保
険
事
務
所
に
届

出
し
ま
す
。

※
第
三
号
被
保
険
者
と
は
、
会
社

　

員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て

　

い
る
配
偶
者
で　

歳
以
上　

20

60

　

歳
未
満
の
人
で
す
。

　

平
成　

年
4
月
か
ら
前
年
の

14

所
得
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険

料
を
半
分
納
付
し
、
半
分
を
免

除
す
る
「
半
額
免
除
制
度
」
が

始
ま
り
ま
す
。

市
民
保
険
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

（
�
内
線　

）
111

　

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
を

９
月
に
行
い
ま
し
た
。　

月
１

10

日
以
降
医
療
機
関
に
か
か
ら
れ

る
場
合
に
は
、
必
ず
新
し
い
保

険
証
を
受
付
窓
口
へ
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
し
い
保

険
証
の
色
は
、
一
般
被
保
険
者

証
に
つ
い
て
は
「
ク
リ
ー
ム
色
」
、

退
職
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は

「
う
ぐ
い
す
色
」
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
有
効
期
限
の
切
れ

た
保
険
証
と
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
保
険
課
保
険
グ
ル
ー
プ

（
�
内
線　

）
112

　

お
米
を
Ｊ
Ａ
等
へ
出
荷
す
る

計
画
出
荷
米
（
政
府
米
・
自
主

流
通
米
）
以
外
に
、
消
費
者
等

に
直
接
販
売
す
る
場
合
に
は
、

事
前
に
食
糧
事
務
所
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
用
紙
に
つ
い
て
は
、

農
政
振
興
課
・
Ｊ
Ａ
各
店
・
食

糧
事
務
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
う
え
各
窓
口
へ
提
出

く
だ
さ
い
。

名
古
屋
食
糧
事
務
所
東
濃
支
所

　

業
務
課
・
大
島

（
�　

‐
３
８
３
８
）

68

　

火
縄
銃
や
刀
剣
類
の
登
録
審

査
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

　

日
時　
　

月　

日
�

11

22

　

時
間　
　

時
〜　

時

10

12

　
　
　
　
　

時
〜　

時

13

14

　

場
所　

恵
那
総
合
庁
舎
・

　
　
　
　

５
階
大
会
議
室

　
　

社
会
教
育
課
・
原

（
�
内
線　

）
472

　

「
中
津
川
市
技
術
研
修
等
派

遣
助
成
金
制
度
」
の
助
成
金
申

請
期
間
は
、　

月
１
日
〜　

月

10

10

末
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
他
の
研
修
機

関
（
公
的
・
民
間
は
問
い
ま
せ

ん
）
が
当
該
事
業
所
外
で
実
施

す
る
技
術
水
準
の
向
上
等
を
図

る
た
め
の
研
修
等
で
、
か
つ
一

日
の
受
講
時
間
が
所
定
労
働
時

間
内
に
原
則
と
し
て
４
時
間
以

上
で
あ
る
研
修
等
に
、
従
業
員

を
派
遣
し
、
受
講
料
（
全
部
ま

た
は
一
部
）
を
負
担
し
た
事
業

主
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で

す
。

　

今
回
の
助
成
対
象
は
、
本
年

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
修

了
し
た
研
修
等
が
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は

お
忘
れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
先

商
工
観
光
課
工
業
労
政
グ
ル
ー
プ

（
�
内
線　

）
331

16

　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

の
お
知
ら
せ

　最近、市内で「消防署から、消火器の販売を

依頼されております」「消火器の点検にきまし

た。期限切れです。買い替えてもらいます」な

どと言って訪問し、消火器の販売等で高額代金

を請求する悪質な業者が横行しています。この

ような業者は消防署や消防団とはまったく関係あ

りません。

　市民の皆さん、一般家庭では消火器の設置義

務はありません。言葉巧みにそれらしき話術に

だまされることのないようはっきりと意思表示

をして、このような悪質な訪問販売には十分注

意してください。

　不審な点がある場合には、ご連絡ください。

消防本部(�66-1207）

悪質な消火器の訪問販売等にご注意を�

  
来
年
４
月
か
ら
国
民
年
金　
 

  
の
し
く
み
が
一
部
変
わ
り　
 

  
ま
す

  
国
民
健
康
保
険
保
険
証
の　
 

  
更
新
に
つ
い
て

１　

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　
　

第
三
号
被
保
険
者
の

２
　
　

届
出
先
変
更

３　

半
額
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

お
米
の
直
接
販
売
に

　

つ
い
て

  　

月
は

10
「
市
技
術
研
修
等
派
遣

    
助
成
金
」
の
申
請
月
で
す
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介
護
保
険
施
設
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」
が

阿
木
・
中
の
島
地
内
に　

月
１

10

日
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設

は
、
介
護
保

険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、

社
会
福
祉
法

人
敬
愛
会
が

設
立
し
、
個

室　

室
、
二

16
人
部
屋　

室
27

の
二
階
建
て

で
、
ベ
ッ
ド

数　

床
で
す
。

70

既
に
、
市
内
に
は
二
ヵ
所
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
、

こ
れ
で
三
ヵ
所
目
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
併
設
し
て
介
護
保
険

制
度
に
お
け
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（　
10

床
）
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
定
員

　

名
）
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

22
　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
方
々
の

　

時
間
相
談
窓
口
と
な
る
在
宅

24介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
開
設
し

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　
　
 
敬
愛
会
シ
ク
ラ
メ
ン

（福）

（
�　

‐
３
２
３
２
）

63

　

市
内
に
は
５
ヵ
所
に
地
域
型

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
は
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
を
対
象

に
、
在
宅
の
高
齢
者
等
の
生
活

を
支
援
す
る
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
各
種
の
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
介
護
保
険
の
利
用
の
仕

方
、
介
護
の
方
法
等
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
介
護
保
険
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
申
請

代
行
も
行
い
ま
す
。
職
員
が
ご

家
庭
を
訪
問
し
、
相
談
に
応
じ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
担
当
地
区
以
外
の
方
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
・　

時
間
対

24

応
）

　

ま
た
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

介
護
用
品

の
展
示
＝

写
真
＝

も

あ
り
ま
す

の
で
、
お

気
軽
に
お

立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　
　

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ

　
　

ン
タ
ー
か
や
の
木
・
長
谷
川

　
　
　
　
　
　
　

（
�
内
線　

）
603

・
扱
い
や
す
い
Ａ
４
サ
イ
ズ
に

・
様
式
を
２
種
類
に
統
合

・
記
載
欄
を
表
面
に
整
理

申
告
書
の
新
様
式
は
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

中
津
川
税
務
署

（
�　

‐
１
２
０
２
）

66

   
平
成　

年
１
月
か
ら

14

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

　

新
し
く
な
り
ま
す
！

　「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女とととととととととととととととととととととととととととととととと男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男「 女 と 男 ののののののののののののののののののののののののののののののののははははははははははははははははははははははははははははははははぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁももももももももももももももももももももももももももももももももににににににににににににににににににににににににににににににににぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーララララララララララララララララララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のはぁもにぃフォーラム」
ひと ひと

　を開催を開催

　男性と女性が、対等なパートナーとし
て、家庭・地域・職場・政策決定の場な
どあらゆる分野において平等に参画し、
共に社会の発展を支えていくような男女
共同参画社会の実現を目指し、広く意識
啓発を図ることを目的に、次のとおり開
催します。
日時：11月10日�　10時～16時
場所：多治見市産業文化センター
主催：岐阜県・多治見市
申込方法：往復はがきに住所・氏名・電
話番号と、分科会に参加希望の場合は分
科会名(第２希望まで)、託児希望の場合
は子どもの名前と年齢を記入し、11月2
日までに下記へ。講演だけ聴講の場合も
申し込みを。
問い合わせ・申し込み先：〒500-8570
　　岐阜県地域県民部男女共同参画課
　　�058-272-１１１１（内線2432）

担当地区電話番号所在地名称

苗木(瀬戸区板橋を含む)

中津西
66-6999瀬戸1387-8瀬戸の里

中津南・瀬戸区

落合・神坂
61-0009落合996-1ゆうらく苑

坂本78-3101千旦林1197-10ひだまり苑

中津東62-3166新町1-12アイリス

阿木63-3202阿木2811-1シクラメン
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寄付をいただきました（敬称略）

社会福祉協議会へ
《６月分》▽古切手 中村努(昭和町)▽33,178円 金森商店(太田町)▽
11,625円 ミニイレブンお客様一同▽未使用はがき 可知豊(東宮町)▽未使
用はがき・15,478円 居酒屋海ぼうず(駒場)▽雑巾40枚 モラロジー中津
川事務所(西宮町)▽10,000円 老人クラブ五月会(柳町)▽古切手 飛翔の里
生活の家(千旦林) 子野ふれあいサロン(中津川) 中板サービス㈱(小川町) 
中津川郵便局(新町)  ㈱日本交通案内所(新町)▽5,000円 勝はなゑ(茄子川)
▽未使用テレホンカード 匿名▽古切手・未使用はがき 中津川中ロータ
リークラブ(かやの木町)▽353,500円 アピタ・サークルＫ・サンクスレ
ディス大会事務局(茄子川)▽5,000円 匿名▽1,000円 匿名
《７月分》▽古切手 丸山木材工業㈱(東宮町)  品川清(昭和町)  中村努(昭
和町) 三和建設㈱(茄子川) 匿名▽8,500円 ウォーク15(駒場)▽10,000円 
可知きよ子(太田町)▽5,000円 ファミリーサポートセンター アンケート
協力者▽1,031円 匿名▽66,892円 中津川市消防職団員・女性防火クラブ
チャリティゴルフコンペ(かやの木町)▽雑巾 坂本老人クラブ連合会女性
部(千旦林)▽200,000円 岩田覚(昭和町)▽電動ベッド・車イス他 熊崎金
良(千旦林)▽3,000円 坂本富有(手賀野)▽2,514円 西野暁大(苗木)▽名刺
台紙200枚 ㈲協和印刷工業(中津川) ▽1,000円 匿名
 

ゆうらく苑へ
《７月分》▽古切手 牧野好夫(落合) 吉村八重子(落合)▽鉢植え 尾関和子
(落合)
 

清和寮へ
《６月分》▽雑巾100枚 かやの木教室(本町)▽大根など40㎏ 長瀬守(星ヶ
見)▽ティッシュなど51ケース 王子製紙新労働組合中津支部(尾鳩)
《７月分》▽キュウリなど21kg 野尻孝三(落合)▽ジャガイモなど35kg 
長瀬守(星ヶ見)▽ササギ４kg 小木曽信夫(八幡町)

ありがとうございました。



  「ロマンの万葉文化と神坂大桧が誘う歴史街道へ」

　けやき平キャンプ場をメイン会場として、神坂大桧

へのウォーキング、風穴・植物観察等を中心に第1回

東山道もみじまつりを開催します。

　参加者全員にクアリゾート湯舟沢の入浴割引券を進

呈します。ぜひ、ご家族お揃いでお出かけください。

とき 11月3日�　9:00～15:00　　　

問先 神坂コミュニティセンター（�69-4111）

　「生きているうちに貢献できる献血を通じて、

　　　　　　　　　　社会貢献の理解を深めよう」

　10月26日�・27日�の両日、街頭献血を実施しま

す。このときにお手伝いいただくボランティアを次の

とおり募集しています。

とき 26日�  16:00～17:30(※どちらか１日でも結構です)

        27日�    9:30～16:30     

ところ ふるさとにぎわい広場

内容 26日� 街頭キャンペーン（チラシ配り）

        27日� 会場設営・受付・街頭キャンぺーン

　    ※27日は昼食を用意します。

対象者 市内在住・在勤・在学の16歳～64歳の方

期限 10月20日� 

申込方法 電話または、�で下記まで

　お申し込みの方には後日詳細をご連絡します。

連絡先 �中津川青年会議所：後藤

　　　　（�65-4656（�～� 9:00～15:00）�66-0960）

E-mail n-jc@takenet.or.jp

　　　　　　～南木曽町与川を歩く～

　初冬に藤村文学の世界を歩いてみませんか。

　今回の文学散歩は長野県『与川・三留野』です。

　｢木曽谿日記｣に書かれた場所を散策します。　

とき 11月3日�　南木曽駅前8時40分集合

ところ 与川・三留野

料金 4,000円（昼食代等込み）

期限 10月20日� (先着20名)

申先・問先 藤村記念館

　　　　　　　（�0264-59-2047・�0264-59-2231）

　�中津川法人会では地域文化の振興事業のひとつ 

として、次の講演会を開催します。

とき １１月7日�　

　　（開場17:00　開演18:00）

ところ 東美濃ふれあいセンター

　　歌舞伎ホール

講師 市田 ひろみ さん

テーマ 「人生っておもしろい」

　（※入場は無料ですが入場整理

　　券が必要となります。）

問先 �中津川法人会

　　　　　　　（�65-6593）

　慢性呼吸器不全の方及び在宅酸素療法をしておられ

る方を対象に呼吸器教室を開催します。

　病気のことや日常生活の快適な過ごし方など、先生

や仲間の皆さんといっしょに学習しましょう。

とき 10月18日�　13:00～16:00

ところ 恵那共同福祉施設　1階集会室

内容 ６分間歩行テスト 　　医師による講話

　　 呼吸器体操　　　　　 意見交流会

　 　※歩きやすい靴、服装でお越しください。

問先 恵那保健所保健予防係：楠瀬

　　　　　　　　　　　（�0573-26-1111 内線260）

　こころも体と同じように疲れたり病気になることが

あります。人間関係や仕事などによるうつ・ノイロー

ゼ・分裂病などは、早めに手当てをすることで早期に

回復することも可能です。「こころの相談」にお気軽に

ご相談ください。

とき 10月22日�　13:30～15:00

ところ 健康福祉会館２階

　　※事前に予約をお願いします。

申先・問先 健康推進課　（�内線626）　

　　恵那保健所保健予防係（�0573-26-1111 内線260)

　消防法に基づく甲種防火管理者資格の取得講習を下

記のとおり開催します．

とき 平成13年10月11日�・12日�

ところ 中津川市消防本部

料金 無料（ただしテキスト代　3,500円）

定員 50名

　受講者多数の場合は、定員になり次第締め切り。

申先・問先 消防本部予防課（�66-1207）

　本市では、数十年ぶりの開催となる大相撲中津川場

所の開催が近づきました。幕内・十両の取組みのほか、

巡業ならではの公開稽古、笑いを誘う初切（しょっき

り）、髪結いの実演、相撲甚句などの催しが行われます。

　みなさんのお越しをお待ちしています。

問先 東美濃ふれあいセンター（�68-8000）

　     中津川文化会館（�66-4011）�中津川法人会 文化講演会開催のお知らせ

18よろず掲示板�よろず掲示板�よろず掲示板�よろず掲示板�
やりませんか？　やりましょう！�

第１回東山道もみじまつりを開催

街頭献血ボランティア募集のお知らせ

藤村文学の世界を歩く�｢第３回文学散歩｣募集

呼吸器教室開催のお知らせ

『こころの相談』のご案内

防火管理者資格取得講習開催

10月８日　大相撲中津川場所開催

講師：市田ひろみ さん

『『『『『『『『『『土土土土土土土土土土砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止法法法法法法法法法法』』』』』』』』』』がががががががががが施施施施施施施施施施行行行行行行行行行行さささささささささされれれれれれれれれれままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた『土砂災害防止法』が施行されました

　土砂災害から国民の生命を守るため、土砂災害のおそ

れのある区域についての、危険の周知・警戒避難体制の

整備・住宅等の新規立地の抑制・既存住宅の移転促進等

の対策を推進するために、4月1日施行されました。

　今後岐阜県は、平成17年度までに基礎調査を完了し、

土砂災害に対する警戒区域及び特別警戒区域の指定を進

める予定です。

岐阜県恵那建設事務所河川砂防課（�0573-26-1111内線345）

中津川市役所建設課（�内線212）



　全国の完全失業率が過去最悪の5％台に突入し、新

規学校卒業予定者の就職戦線も昨年以上に厳しいもの

となっています。こうした現況の解消と地域の発展を

図ることを目的とし、就職面接会を次のとおり開催し

ます。

　各事業所の皆様には、厳しい経済の状況下ではあり

ますが、ぜひ参加をご検討ください。

　求職者のみなさん、どうぞお気軽にご来場ください。

日時：11月６日� 13:00～16:00（受付12:00～）

場所： ˆ 高砂殿（手賀野）

参加企業：中津川市・恵那郡坂下町・川上村・加子母

　　　　村・付知町・福岡町・蛭川村・木曽郡南木曽

　　　　町・大桑村・山口村地域の各事業所（予定）

参加予定者：平成14年３月大学・短大・専修・高専

　　　　　　高校新規卒業予定者、Ｕターン希望者、

　　　　　　一般求職者、パート求職者

実施方法：個別面談方式　

会場の配置：事業所ブース、職業興味検査コーナー、 

　　　　　職業相談コーナー、資料情報コーナー

参加事業所申込締切日：10月12日�

参加料：無料

申込先：ハローワーク中津川 担当：柘植(�66-1337)

問い合わせ先：中津川地域雇用対策協議会事務局

　　　　　　　市役所商工観光課内(�内線331)

またはハローワーク中津川(�66-1337)

 ＝中津川地域就職面接会を開催 ＝
中津川地域雇用対策協議会・中津川商工会議所・ハローワーク中津川   

19 10101010

東美・ア　は東美濃ふれあいセンターアリーナ、　  東美・歌　は東美濃ふれあいセンター歌舞伎ホール、

文化　は文化会館ホール、　  中公　は中央公民館、　  サンライフ はサンライフ中津川、　  勤労ホーム は勤労青少年ホーム、

競技場 は中津川運動公園競技場、　  多目的広場 は中津川運動公園多目的広場、　  　  料　は入場料等
※催し物は主催者の申請に基いていますので、予定が変更になる場合があります。
　料金の記述のないものや詳細は、主催者へ直接お問い合わせください。

行　　　　　　　　事曜日

・全日本理美容選手権大会 中部大会  東美・歌 10:30～  料 無料    SPC中部統括本部(纐纈)[�0573-26-5337]火2

・シルバースポーツ大会　サンライフ 10:00～　　　　 料 無料      　　　　　　　　高齢福祉課[�内線606]金5

・ふれあいコンサート in 中津川　          文化 18:30～

　　料 前売り 大人3,000円   高校生以下2,000円　     　�高峯楽器ギターマンドリンふれあい村[�75-4185]

日７ ・市民スポーツ祭（陸上、卓球、バレーボール、ソフトボール、ソフトテニス、テニス、弓道、アーチェリー）

　　競技場 ほか8:15～  料 無料　　　　　　                           　　 　　　　　　スポーツ推進課[�内線481]

・第50回中津川市文化祭「邦楽祭」　中公 9:00～17:00　料 無料　　    　　 　　　　中央公民館[�66-4141]

・大相撲中津川場所　　 東美・ア 8:00～　 料 (お問い合わせください) 東美濃ふれあいセンター [�68-8000]
月８

・市民スポーツ祭（剣道、射撃、カヌー）　勤労ホーム ほか 9:00～  　料 無料　  スポーツ推進課[�内線481]

・平成13年度甲種防火管理者資格取得講習　(～12日)　消防本部 9:00～16:50(P18参照)  消防本部[�内線555]木11

・コーラス火曜会　　文化 18:30～　　料 500円　      　　    　　　   　  コーラス火曜会(三宅)[�65-4538]土13

・第３回東海マスターズ大会　　東美・ア 9:00～   料 無料　　　岐阜県バレーボール協会(井上)[�66-4379]

日14 ・市民スポーツ祭（野球、空手、乗馬）　  市民運動場ほか 9:00～　料 無料　       スポーツ推進課[�内線481]

・第50回中津川市文化祭「謡曲祭」　中公 9:30～17:00　　料 無料　　  　 　　　　　中央公民館[�66-4141]

・第２回危険物取扱者試験予備講習会（～16日）　東濃西部総合庁舎　9:30～16:30　　消防本部[�内線555]月15

・事業所献血（全血）　　三菱電機�中津川製作所     10:30～15:30　　 　　　   　   健康推進課[�内線622]木18

・市保育園 保護者会交流会　　東美・ア 19:00～　　料 無料　   　　       保護者会連合会(田口)[�67-2053]金19

・市民スポーツ祭（柔道、バドミントン）　東美・ア ' 9:00～　    料 無料　  スポーツ推進課[�内線481]
日21

・第50回中津川市文化祭「秋の俳句祭」　中公 11:00～16:30      料 無料   　 　　　   中央公民館[�66-4141]

・街頭献血（全血）　　ふるさとにぎわい広場     10:30～15:30　           　　　   　   健康推進課[�内線622]土27

・空手不動会 県大会　　東美・ア 10:00～　　料 無料   　         　        空手不動会(青木) [�0573-25-3494]

日28
・市民スポーツ祭（サッカー）　 多目的広場 9:00～　    料 無料　  　　　　　     スポーツ推進課[�内線481]

・長瀬ピアノグループ発表会　　文化 14:00～　　料 無料　　　　　 長瀬ピアノグループ(長瀬)[�65-3052]

・第26回中津川ふるさと芸能文化発表会　　東美・歌 10:00～16:30　料 無料　 　　中央公民館[�66-4141]
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方
さ
れ
ま

す
。　

　

そ
ん
な
と
き
、
同
じ
薬
で

あ
っ
た
り
、
名
前
が
違
っ
て
い

て
も
作
用
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
、

飲
み
合
わ
せ
が
悪
く
副
作
用
の

心
配
、
薬
と
食
物
の
相
互
作
用

の
心
配
等
が
お
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
か
か
り
つ
け
薬

局
」
「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
」

を
つ
く
っ
て
お
け
ば
、
薬
歴
簿

（
薬
の
カ
ル
テ
）
を
も
と
に
薬

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
れ
ま
す
。

診
察
を
受
け
る
の
が
ど
こ
の
病

院
、
医
院
で
あ
れ
、
患
者
さ
ん

本
人
が
薬
を
作
っ
て
も
ら
う

（
「
調
剤
」
と
い
い
ま
す
）
薬

局
を
決
め
て
、
薬
の
こ
と
を
相

談
し
、
自
分
の
薬
の
こ
と
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
る

ポ
イ
ン
ト
は
、

①
薬
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
説
明

　

し
て
く
れ
る

②
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
気
楽
に

　

相
談
で
き
る

③
必
要
な
と
き
、
お
薬
手
帳
や

　

文
書
で
情
報
を
く
れ
る

④
信
頼
で
き
る
薬
剤
師
が
い
る

　

身
近
で
、
便
利
で
、
安
心
で

き
る
薬
局
を
見
つ
け
て
、
か
か

り
つ
け
薬
局
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
薬
剤
師
会
で
は
、
設
備
、

薬
の
種
類
、
薬
歴
簿
を
作
る
等
、

い
ろ
い
ろ
な
基
準
を
満
た
す
薬

局
を
認
定
し
て
、「
基
準
薬
局
」

と
書
か
れ
た
標
識
（
左
図
）
を

掲
示
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
か

か
り
つ
け
薬
局
を

選
ぶ
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
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人口・世帯数
（８月末現在・住民基本台帳）

　  発　行　中津川市役所

　  編　集　市長公室 広報広聴課

　  〒508-8501

　   岐阜県中津川市かやの木町2番1号

       　　　　　　　 � 0573-66-1111
       　　　　　　　 � 0573-65-5273

人　口   ５６,１９０人

（男性 ２７,２８３人・女性２８,９０７人）

世帯数　１８,１６８世帯

古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

100

こ
の
広
報
紙
は
、
住
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
て
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　

決
め
て
い
ま
す
か
？

　

「「「「「「「
かかかかかかか
かかかかかかか
りりりりりりり
つつつつつつつ
けけけけけけけ
薬薬薬薬薬薬薬
局局局局局局局
」」」」」」」
！

中津川
薬剤師会
広報学術部


